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 前期後半スタート 
　長い夏休みが明け、前期後半が始まりました。４名（1年(2名)・3年・5年）の転入生を迎え、

 全校児童450名での再スタートとなりました。
　 子どもたちの様子を見ていると、登校を待ちわびていたように元気いっぱいの子、生活リズムの
変化からやや疲れ気味の子など様々ですが、今年度は「ゆったリスタート期間」を設けたことから、
心身の負担を少し和らげられているのではないかと感じます。また、教員も同様に普段と比べると

 時間的なゆとりを持って、夏休みの課題の整理や授業等の準備を行うことができています。
　今からの１か月は前期のまとめの時期であるとともに、７月までの課題の解消・改善に
向けての取組をスタートさせる時期でもあります。「早寝・早起き・朝ご飯・歩いて登校
・元気なあいさつ」で、まずは、子どもたちの体調や生活リズムが整うようにご支援・ご
協力をお願いいたします。 
　  
領家町高原の交差点開通について～県警本部へ要望に行ってきました～ 
　 マチコミメールでもお知らせしたように、８月１６日から領家町高
原（ザ･ビッグエクストラ阿南店前）の交差点が開通しています。こ
の交差点はたくさんの児童の通学路となっているものの、信号機が
設置されず、２月には保護者の皆様にも「信号機設置についての

 署名」にご協力をいただいたところです。
　 8月27日には、岩佐市長さん、領家町の町内会の代表の方（3
名）、仁木県議さんとともに、徳島県警察本部に信号機の設置など
の通学路の安全確保についての要望書を提出し、今後の対策に
ついて協議してきました。結果としては、今すぐに信号機の設置などの「ハード面の対策」をとってい
ただくことは難しいようです。一時停止や指定方向外進行禁止などの「交通規制」や「ゾーン30の
設定」については、今後、検討していくとのお話をいただきましたが、いずれにしてもそれなりの時間

 がかかるでしょう。
　 今後も市や警察には、当該箇所も含めた通学路の安全対策についてお願いをしていきますが、
まずは、私たち教職員や保護者の皆様、また、子どもたち自身ができる安全対策をしっかりと進め
ていくことが重要だと思います。ご家庭においても、交通安全について子どもたちにご指導いただく

 とともに、交通立哨や車での送迎時における安全運転へのご協力をお願いいたします。

～for the 子ども・for the 富小～

◎南海トラフ地震臨時情報～日頃の備えを！～ 
　8月8日の日向灘を震源とする地震により、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表
されました。初めてのことで、戸惑いや不安も大きかったのではないでしょうか。今回は何事
もなく一週間後に解除されましたが、南海トラフ地震がこなくなったわけではなく、いつ発生
してもおかしくないともいわれています。これを機に、学校における防災対策の再確認と見直
しを図っていきたいと考えていますが、ご家庭におかれましても、日頃の備えについて改めて
確認をお願いいたします。（裏面にチラシを掲載します） 
 
◎南海トラフ地震臨時情報が発表された場合の学校の対応 
　～「学校防災管理マニュアル（R3.3 徳島県教育委員会）より～ 
　○巨大地震警戒【半割れ（南海トラフの東側だけで大規模地震が発生）】 
　 　『３日（津波浸水等の可能性低）～１週間程度（津波浸水等の可能性高）の臨時休校』 
　○巨大地震注意【一部割れ（南海トラフの中で比較的大きい（M7クラス）地震が発生）】 
　　　　　　　　【ゆっくりすべり（プレート境界面の異常なすべり）】 
　  　 『注意対応をとりながら、原則として、学校活動を継続』 今 回 は こ の ケ ー ス



 
 

 
 


